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幼児期のプロジェクト活動は，数人から数十人の子どもたちが、共通の関心事にもとづい
て自発的に活動を進め、作り上げた作品や充実した一連の遊びの過程を通じて自分たちの活
動に達成感をもち、心身ともに力をつけてゆくことをめざす保育方法である。J.デューイの
「問題解決学習」に根拠をもち、彼の後継者W.H.キルパトリックが『プロジェクト・メソッ
ド』として定式化して世界的に影響を広げた。
和光幼稚園は草創期から、プロジェクト・メソッドを応用した総合的な遊びの展開を特色
とする保育を進めてきた。しかし1990年代頃から、子どもが変わってきたと保育者たちは
感じ、それまでの保育カリキュラムの再検討に着手している。本研究は、北イタリアの保育
実践を参照することで、子どもの変化への対応と保育内容の質確保にむけた課題解決の糸口
を見いだそうと試みる研究である。
世界的に評価の高いレッジョ・エミリア市の保育は、造形活動に傾斜したプロジェクト活
動という点でも、ピアジェ、デューイ、ヴィゴツキーの発達理論に依拠しているという点で
も、和光幼稚園の実践と類似した特徴を持つ。また、認識、表現、交流など、重視する原理
には共通性が多いのだが、具体的な実践レベルでは文化的背景の違いも含めて差異は大きい。
2011年度には北イタリアを訪問、和光の２つの幼稚園の３つのプロジェクト活動を記録
した。2012年度にはイタリアの保育研究者パオラ・カヴァッツォーニ氏を招聘し和光幼稚
園との見学・交流を果たした。太田論文は、2011年12月和光大学で開催した幼児教育史学
会シンポジウムの各報告を手がかりにプロジェクト型保育実践史の研究課題と方法を検討し
たものであり、林論文・浜田論文は、2011年度に記録した和光幼稚園、和光鶴川幼稚園の
実践記録を検討したものである。レッジョ・アプローチの本格的な消化吸収は、なお今後の
課題である。
幼児期の「プロジェクト活動」における課題設定プロセスの研究
日本・イタリア保育実践の比較分析
日本私立学校振興・共済事業団学術研究振興資金　研究課題：
保育実践史研究の課題と方法
─ プロジェクト・メソッド研究を手がかりに 　　　　　　　　　　   太田素子
「海の生き物の世界」の取り組み
─ 2011年度和光幼稚園・年長・星２組のプロジェクト活動 林　浩子
｢舞台｣「エルマーランド」の実践について
─ 2011年度和光鶴川幼稚園・年長・星1組、2組のプロジェクト活動
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